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⑳
、

人
に
な
っ
た
自
覚
を
持
っ
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と

影
や
ホ
ワ
イ
エ
で
の
歓
談
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
新
成
人
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
の
生
活

｜
月
八
日
㈲
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
成
人
の
日
』
に
文
化
会
館
で
開
か

会
場
に
は
新
し
く
成
人
に
な
っ
た
三

とはる感代のの思をん操る就い戸
霞

』電
子
自
動
車
整
備
専
門
学

ま
す
．
今
年
三
月
に
は
卒

職
先
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

と
こ
ろ
で
す
。
学
校
で
は

作
や
電
気
の
基
本
的
な
知

で
い
る
の
で
、
今
勉
強
し

生
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
に

っ
て
い
ま
す
。

初
め
に
成
人
式
を
迎
え
た

期
待
感
も
あ
り
、
何
と
な

を
築
い
て
い
く
責
任
の
よ

じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
就

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す

一
日
一
日
を
楽
し
く
生
き

思
っ
て
い
ま
す
。

ー

齊藤孝雄さん（下手綱）

抱
負
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

た
第
四
七
回
高
萩
市
成
人
式
。
当
日
は
吹
雪
と
い
う
悪
天
悟

五
九
人
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
『
社
一

久
保
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
記
念
壜

‘……、
蝉

驚自分の信念を貫けるような

現
在
は
茨
城
大
学
教
育
学
部
の
二
年
生

で
、
勉
強
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
大
学

で
は
個
性
的
な
友
だ
ち
が
多
く
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、

子
ど
も
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
な
先
生

Ｏね
に
な
り
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

壷
は
大
人
と
し
て
、
学
校
や
社
会
の
中
で
自

い
分
の
信
念
を
貫
け
る
よ
う
な
生
き
方
を
し

註
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
今
回
の
成
人
式
で
は
、
実
行
委
員
会
の

に
一
人
と
し
て
企
画
や
運
営
に
か
か
わ
っ
て

を
き
ま
し
た
．
私
の
卒
業
し
た
君
田
中
学
校

藷
に
は
三
人
の
同
級
生
が
い
ま
し
た
が
、
こ

生
の
成
人
式
に
出
席
し
た
の
は
私
だ
け
だ
っ

た
の
で
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。
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篭

予 ･熟織●
蕊

現
在
は
十
王
町
に
あ
る
ザ
・
パ
ッ
ク
㈱

に
勤
め
、
印
刷
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
夜
遅
く
ま
で
仕
事
が
あ
る
の
で
大
変

Ｏね
で
す
が
、
手
が
け
た
も
の
が
形
に
な
る
と

壷
い
う
点
で
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

い
成
人
式
と
い
っ
て
も
す
で
に
大
人
社
会

、
唯
の
中
で
生
活
し
、
仕
事
で
も
そ
れ
な
り
の

ら
な
責
任
を
持
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

”
鄙
の
で
、
「
今
日
か
ら
大
人
」
と
い
う
実
感
は

み
人
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

誕
諏
で
も
、
ま
だ
ま
だ
社
会
人
と
し
て
学
ば

打
人
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

罫
↑
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
今
の
仕
事
に
打
ち

仕
早
込
み
な
が
ら
、
早
く
一
人
前
の
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

》
》
》
韓
舞
》
》
》
》
癖
》
鍛
織
》
》
》
》
》
毒
塞
ゞ
ｒ
“

「本日は、私たちの成人として

の門出をお覗いくだ串いまし

て、 ありか､とうございます。

今、私たちは21を紀の新成

人として大いなる未釆に向かっ

て羽ばたこうとしています。

今日からは、 これまで以上に

一人の社会人として責任と自覚

を持ち、輝壹に満ちた人生を切

り拓いていこうと決童しており

ます。

また、私たちが生まれ育った

高萩の発展と向上のために積極的
けんさん

に地域活動に参加し、 自己研鎖

を重ねたいと異っております。

私たちは、 まだまだ未熟な渚

でございます。これからもどう
べんたつ

ぞよろしくご指導、ご鞭權＜だ

＄いますようお願いいたしま

す。 ・ ・ ・ 」

ー
だいき

中村大樹さん（高浜町）

蕊
現
在
は
日
立
電
線
㈱
電
線
工
場
で
顕
微

鏡
を
使
っ
た
製
品
の
点
検
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
時
間
や
都
合
に
合
わ

せ
て
製
品
を
出
荷
し
て
い
る
の
で
、
仕
事

一
」国
は
と
て
も
忙
し
い
で
す
。
職
場
は
大
人
社

や
会
の
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
女
性
が
多

極
い
職
場
な
の
で
、
み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い

れ
の
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い

さ
紅
ま
す
。

て
す
成
人
式
で
は
、
久
し
振
り
に
中
学
時
代

璋
歴
の
友
だ
ち
に
会
え
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

ま
た
で
す
。
ま
た
、
式
典
で
の
話
を
聞
き
な
が

祀
凱
ら
、
こ
の
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
父
や
母

こ
感
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
立
派
な
大
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ー

司
藤橋英之さん(北茨城市:写舅右）

会 齊藤瑠唯さん(島名;写頁左） 職成人式実行委員会が活躍/職
今回の成人式では､20人の新成人で組織する実行委員

会が、式典や歓談会などの企画・運営にあたりました。

また､高萩市高校生会のみなさんも会場係として参加し、

新成人の門出を祝いました。

高萩市市民憲章唱和

桐原優太さん（島名）
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鋭
の
申
告
が

市q県
市役所税務課

Q県民税の申告

蟻
始
ま
り
ま
す
。
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申
告
が
必
要
な
弘

二

二

》
二

二

一

三

二
一
二

琴

言

》

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住

し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

巾
で
は
、
前
年
の
申
告
お
よ
び
給
与
支

払
報
告
書
を
も
と
に
、
今
年
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
人
へ
申
告
害
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
次
の
内
容
に
該
当
す
る
人
は
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
収
入

（
農
業
・
不
動
産
・
配
当
な
ど
）
が
あ
っ

た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
（
給
与
支
払

者
）
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
言

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
。
※
勤
務
先

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し

た
人
。
※
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら
の
源

泉
徴
収
票
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

可

金

；

（

口
申
告
書
。
※
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族

な
ど
を
記
入
す
る
こ
と
。

口
印
鑑
。

口
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類
。

※
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
。

口
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、

損
害
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
や
支
払
い

証
明
耆
。

■
平
成
一
二
年
中
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収

を
受
け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
た
人
。
※
賃
金
支
払
明
細
書
な

ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
所
地
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤
十

字
社
な
ど
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る
寄

付
を
し
て
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
人
。

ま
た
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
。

※
そ
の
内
容
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
心
艤
意
籔
一
蕊
、
の

ー

ボ（
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

市
役
所
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
⑤

変
更
に
な
り
ま
す
。
早
め
の
申
告
と
あ
わ
せ
て
、
申
告
に
は

業
者
を
除
く
）
、
市
役
所
の
税
務
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
出
張
申
告
相
談
会
場
と
受
付
時
間
が
一
部

二
月
一
六
日
金
か
ら
三
月
一
五
日
ね
の
期
間
に
限
り
（
営
庶

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
式

入
が
無
か
っ
た
り
少
額

な
人
で
、
こ
れ
ら
所
得

に
関
す
る
証
明
が
必
要

な
人
も
期
限
内
に
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
も
と
に
決
定
し
た
市
・
県
民
税

は
、
六
月
以
降
の
各
納
期
ご
と
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課

税
（
非
課
税
）
証
明
や
所
得
証
明
な
ど
も

申
告
に
も
と
づ
い
て
発
行
さ
れ
ま
す
。
収

口
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「
医
療
費

控
除
の
内
訳
害
」
に
医
療
費
を
支
払
っ
た

領
収
耆
と
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
わ
か
る
書
類
。
寝
た
き
り

老
人
な
ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書

を
添
付
（
提
示
）
。

艸
鵬
篭
菊

市
・
県
民

決
ま
り
ま

日
立
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

参りー

鋤鐵 ル

恐張邸告棚談

相
談
日
と
会
場

~盲1
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
（
パ
ソ
コ
ン
で
の
受
付
）

の
導
入
に
と
も
な
壇
一
部
出
張
申
告
会
場
の

統
合
を
行
い
ま
し
た
。
統
合
さ
れ
た
会
場
で
は
、

受
付
時
間
を
早
め
た
り
職
員
を
増
や
し
円
滑
な

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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